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　今回は古墳時代の生活を紹介している展示室「能美の誕生　平野と大河川。大きなお墓と国づくり。」について紹

介します。

　市内では、130 基を超える古墳が確認されていますが、中でもひときわ大きな秋常山１号墳をご存知でしょうか。

全長約 140 メートル、３段築成の前方後円墳で、県内最大、北陸で最大級の規模を誇ります。墳丘の斜面には手取

川から運んだ「葺
ふきいし

石」と呼ばれる河原石が並べられており、総数約 40 万個、総重量 660 トンにも及びます。これ

だけの規模を誇る古墳を、現代のような重機のない約 1600 年前の古墳時代に造り上げることは、大変な労力を要

しました。それだけ力のある人物が、この能美に存在したことを現代に伝えています。

　さて、展示室内では、秋常山古墳群の 100 分の１スケールのジオラマを展示しています。ジオラマでは、葺石を

並べる人々や、まつりを行う人々も再現されており、古墳の規模や築造の工夫などを分かりやすく伝えています。

子どもたちにも人気のある展示で、目を輝かせながら見てくれます。こちらのジオラマも、ぜひご覧いただきたい

のですが、やはり、ぜひ現地に足を運んでいただきた

いと思います。古墳の頂上からは日本海まで見渡すこ

とができ、６月から７月にかけては、植栽されている

アジサイが見頃を迎えます。美しいアジサイとともに、

秋常山１号墳のスケールの大きな古代ロマンを体感し

てみませんか。 秋常山古墳群のアジサイ

問 /能美ふるさとミュージアム（問 /能美ふるさとミュージアム（☎☎ 58‐5250 58‐5250 FAX 58‐5251）58‐5251）

　５月５日（木・祝）に、のみふる賑わいイベント「のみふる　こどもまつり」を開催しました。コマ回し大会やクイ
ズラリーを行い、多くの親子連れで賑わいました。

未来につなぐお人柄

問/企画デジタル課ＳＤＧｓ推進室
　    （☎58‐2220  FAX 58‐2291）

コマ回し大会 のみふるや加賀立国 1200 年に関するクイ
ズラリー

　6月 18 日（土）、のみふる賑わいイベント「のみふる　ほたるまつり」を開催します。講師をお招きし、ほたるの
生態について解説いただいた後、ほたるの観察を行います（少雨決行、悪天候の場合は中止）。そのほか、体験棟
には大きな七夕飾りが登場！本のリサイクル市も行いますので、ご家族そろってご来館ください。

来年の加賀立国 1200 年にちなみ「能美の
いいところ」について、1,200 コメントを
目指し、コメントを集めました

秋常山古墳群ジオラマ

場所：市役所本庁舎　２階　企画デジタル課（能美市来丸町 1110 番地）
　　　※ＳＤＧｓ推進室職員が対応します。
日時：平日　※年末年始、祝日を除く
　　　８時 30 分～ 17 時 15 分
方法：電　話　企画デジタル課ＳＤＧｓ推進室　☎ 58‐2220
　　　メール　企画デジタル課代表メール　 kikaku@city.nomi.lg.jp
　　　対　面　事前予約をお願いします。
※のみＳＤＧｓパートナーズについては広報のみ５月号または市ホームペー
ジをご覧ください。

のみＳＤＧｓ
パートナーズ
募集中➡

①②

③④⑤

この看板が目印です！

⑦ ⑥

①②

③④⑤⑤

⑥⑦
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みんなの図書館 ※開館時間、休館日については、市立図書館ホームページ、
各図書館だよりをご覧ください。

27 広報のみ 2022. ６

連

載

宗
そう

歩
ほ

の角
かくぎょう

行

谷
や つ

津矢
やぐるま

車 [ 著 ]
光文社

ほ かくぎょう

　江戸末期に活躍した天才
棋
き し

士・天
あま

野
の

宗歩。実力十三段、
のちに棋

き

聖
せい

と呼ばれた孤高の
勝負師は、何を追い求めさま
よっていたのか。今も棋界か
ら無二の存在と一目置かれる
男の孤独と絶望に迫る、異色
の伝記小説。

おすすめの一般書

病院図書館の青と空

令
れいじょう

丈  ヒロ子 [ 作 ]
講談社

おすすめの児童書

　体調を崩して入院してい
る、本が大好きな小５の空

そら

花
は

。患者向けの図書館で、空
花は本の中に引っ張り込ま
れ、アオと名乗る少女に出会
い…。生きづらさを抱える二
人の友情を描く。

靴靴

今月の手話
手話表現：のみ商業協同組合　西出 紀

のり

子
こ

さん（フットライフUNO）

①‐１　足に見立てた左手の付け根に、親指と人差し
　　　　指でつまんだ形にした右手を当てる。
①‐２　つまんだ形の右手を、持ち上げるようにする
　　　　（靴のかかとを引っ張るイメージ）。

問 /福祉課（☎ 58‐2230  FAX 58‐2294）

　斎田道開は本名を斎田伊
い

三
さぶ

郎
ろう

といい、佐野村（現佐野町）の豪農の長男とし
て生まれました。文化８年（1811）、若杉窯の十

と

村
むら

・林八兵衛が本多貞吉を招
き若杉窯を始めた際、伊三郎は貞吉に製陶の技を習いました。21 歳のとき山
代で南

なんきんうつしそめつけ

京写染付の技法を学んだのち、再び若杉窯へ帰り、赤絵勇次郎から赤絵
を学びました。貞吉没後、勇次郎も若杉窯を去ったので、伊三郎は全国各地の
陶業地で、製陶着画・築

ちくよう

窯・焼成法の技術などを学んでいきました。天保６年
（1835）に独立し、佐野村に帰り佐野窯を開くと多くの門弟が集まりました。
門弟の一人に、先月のイッピンコーナーで紹介した蓮代寺窯の松屋菊三郎もい
ます。また小野窯などを手伝いながら佐野の地に陶石を発見し、素地生産も行
っていきました。このように佐野窯を上絵窯とし、素地窯を別に独立させたこ
とで素地づくりと上絵付けを分担したことでそれぞれの専業者が生まれ、能美
市に産業九谷の道しるべをつくりました。
　道開は金彩の二度焼技法を試みるなど、現代の佐野赤絵に受け継がれる作風を確立しました。当該作も赤一色で人
物の表情や竜の鱗など細部まで描写され、アクセントに金を用いています。金彩の創意、精緻華麗な赤絵など、佐野
赤絵技術が盛り込まれたイッピンです。（文・五彩館 学芸員　宮山）

情報発信元　能美市九谷焼美術館｜五彩館｜　

【入館料】一般 430 円・75 歳以上 320 円・高校生以下無料
　　　　  ※浅蔵五十吉記念館もあわせて入館いただけます。
【問い合わせ】☎ 58‐6100 FAX 58‐6086　※月曜休館

ご来館の際は、基本的感染対策（マスク着用・検温・手洗いなど）
にご協力をお願いします。

斎田道開　赤絵細描割取見込竜図深鉢
サイズ 　口径 21.0 ／高 9.8 ㎝
制　作　斎田道開
年　代　1796（寛政８）～
　　　　1868（明治元）年
所蔵先　能美市九谷焼美術館｜五彩館｜

今月のイッピン！「斎
さい

田
だ

道
どうかい

開赤
あか

絵
え

細
さいびょう

描割
わりどり

取見
み

込
こみ

竜
りゅう

図
ず

深
ふかばち

鉢」

INFO
■澤

さわ

田
だ

富
とみ

雄
お

回顧展
　期間 ６月 19 日（日）まで 会場 「五彩館」紫の間

サイズ・大きさサイズ・大きさ

①‐１　両手の親指と親指以外の４本指を少し曲げ、向
　　　　き合わせる。
①‐２　向き合わせた両手の幅を、広げたり縮めたりす
　　　　る（物の大きさを表すイメージ）。

①①
－１－１

①①
－２－２

わたしはいいこ？

えがしら みちこ [ 作・絵 ]
小学館

　「いいこはおかたづけ、できるよね？」とお母さんに言
われた女の子はふと考えます。「いいこ」ってなんだろう？
日常のさまざまな場面を振りかえりながら、本当の「いい
こ」とは何かを見つめる物語。

おすすめの絵本

いしかわ動物園にズームイン！

　ふれあいひろばにいるオグロプレーリードッグは、大草原に巣穴

を掘って生活する動物です。過ごしやすい気温になってきたので、

展示場も春仕様になり、外で活発に穴掘りをしている姿が見られる

ようになりました。

　さて、そんなオグロプレーリードッグですが、３月 30 日に４頭

の赤ちゃんが誕生しました。母親はサクラ、父親はショコラで、２

頭にとっては初めての赤ちゃんです。実はこの２頭、喧嘩している

ことがあるなど相性がいまひとつでした。「ペアを変えてみないと

ダメかもなぁ」と考えていた矢先に、巣を確認したら「赤ちゃん生

まれてる！！」と嬉しいサプライズだったということは、ここだけ

の話です。ちなみにプレーリードッグの赤ちゃんの生まれた時の体

重は 10 ～ 20 グラムほど。そのため、飼育担当者であっても妊娠

しているかを外見から判断するのは難しいです。出産後しばらくは

母親が神経質になるので、赤ちゃんの様子を頻繁に見ることはでき

ません。そのため、赤ちゃんの鳴き声を頼りに元気かどうかを確認

します。生まれたばかりのときは、まだ毛も生えていませんが、も

うしばらくするとプレーリードッグらしい姿となって、巣から出て

きて元気な姿を見せてくれることでしょう。それまでしばらくお待

ちください。

オグロプレーリードッグに赤ちゃんが生まれました！■

文：いしかわ動物園

Zoo

巣穴を掘るオグロプレーリードッグ

①①
－２－２

①①
－１－１

蔵書点検のため、以下の期間休館します。休館中
は根上・辰口図書館をご利用ください。
期間　６月13日（月）～24日（金）

寺井図書館休館のお知らせ 動画で「私の靴のサイズは、23 セン
チです」「あなたに合うサイズありま
す」の手話表現をご覧いただけます。
ぜひ、アクセスしてみてください♪

※展示替えのため６月21日（火）は「五彩館」のみ臨時休館します。

■日本現代工芸石川展　能美巡回展
　期間 ６月 22 日（水）～７月 24 日（日）まで
会場 「五彩館」紫の間・緑の間

生まれたばかりのプレーリードッグの赤ちゃん
と母親のサクラ
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File67 　山口町

後
うしろ

泰
やす

夫
お

 さん

File68 　来丸町

郷土史を次世代に伝える

来丸町の歴史スポット　釈迦堂
倶
く り か ら

利伽羅合戦で敗れ、ここで自
じ

刃
じん

した平家の武士たちを
供養したものと伝えられています
「来丸よもやま話」や「能美の石碑ものがたり」で紹介
されています

私
は
「
能
美
郷
土
史
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
で
、会
誌
「
の
う
み
」
の
編
集
や
、

地
元
民
話
の
紙
芝
居
挿
絵
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
漫
画
風
な
イ
ラ
ス

ト
を
描
く
の
が
好
き
で
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
遊
び
心
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
き

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
４
年
の
国
民
文
化
祭
で
、
辰
口

町
が
担
当
し
た
児
童
文
学
部
門
で
「
七

ツ
滝
の
大
う
な
ぎ
」
の
紙
芝
居
の
絵
を

描
い
た
の
が
手
始
め
で
、
郷
土
研
究
の

大
先
輩
の
山
下
和
夫
さ
ん
が
執
筆
さ
れ

た
「
来
丸
よ
も
や
ま
話
」
の
挿
絵
を
頼

ま
れ
、
何
枚
か
描
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
れ
ら
が
き
っ
か
け
で
、
ふ
る
さ
と

の
歴
史
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

「
辰
口
ふ
る
さ
と
研
究
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
主
に
地
元
民
話
の
紙
芝
居
の

挿
絵
や
、
地
名
や
方
言
な
ど
郷
土
に
関

す
る
冊
子
の
編
集
な
ど
に
関
わ
り
、
多

く
の
先
輩
や
仲
間
た
ち
と
交
わ
り
楽
し

く
学
び
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
能
美
市
合
併
に
伴
い
発
足

し
た
「
能
美
郷
土
史
の
会
」
に
参
加
し
、

会
誌
「
の
う
み
」
の
編
集
な
ど
担
当
し

て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
郷
土
史
の
会
で
「
能
美
市

の
絵
馬
」「
能
美
の
石
碑
も
の
が
た
り
」

を
刊
行
し
た
ほ
か
、
現
在
は
「
ふ
る
さ

と
村
こ
と
ば
カ
ル
タ
（
仮
称
）」
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
で
日

ご
ろ
使
わ
れ
て
い
る
「
村
こ
と
ば
（
方

言
）」
を
題
材
に
、
楽
し
く
、
ち
ょ
っ

と
笑
え
る
よ
う
な
カ
ル
タ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
生
活
に
根
付
い
て
使

わ
れ
て
き
た
「
村
こ
と
ば
」
を
「
く
ら

し
の
歴
史
」
や
「
こ
と
ば
の
文
化
」
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
輩
方
か
ら
引
き
継
い
だ
郷
土
史
の

バ
ト
ン
を
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
が

私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
い
、
こ
れ
か
ら

も
努
め
て
い
き
ま
す
。

郷土史仲間で編集
した冊子と七ツ滝
の紙芝居

４月 10 日に行われた枝打ち作業の参加者たち

私
は
森
林
組
合
連
合
会
の
副
会
長
と

し
て
、
沿
岸
の
６
町
内
会
と
協
力
し
な

が
ら
、
海
岸
沿
い
に
あ
る
松
林
の
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
岸
沿
い
の

住
宅
は
砂
が
飛
ん
で
き
て
サ
ッ
シ
な
ど

が
開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
砂
防
林
と
し
て
の

役
割
を
担
う
松
を
植
え
育
て
て
お
り
、

町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
大
事
な
活
動
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
が
大
き
く
な
り
砂
防
林
と
な
る
ま

で
約
25
年
か
か
り
ま
す
。
定
期
的
に
松

く
い
虫
の
防
除
や
枝
打
ち
作
業
な
ど
を

行
い
手
入
れ
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
作
業
は
大
切
な
活
動
の
一
環

で
す
。

活
動
に
は
町
民
も
積
極
的
に
参
加
し

て
く
れ
、
み
ん
な
で
和
気
あ
い
あ
い
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
民
が
協
力
的

な
の
は
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
根
上
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
「
松
松
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
と
し

て
参
加
し
て
く
れ
、
一
緒
に
松
葉
か
き

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
保
全
活
動
の
大
切
さ
を
ど

う
伝
え
て
い
く
か
、
今
あ
る
環
境
を
ど

う
つ
な
い
で
い
く
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

管
轄
町
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
植
栽
し

た
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
市
や
県
な
ど
と
話
し
合
い
、

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
積
極
的
に
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
町
は
、
海
が
近
く
に
あ
り
自
然

の
多
い
と
て
も
良
い
場
所
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
レ
ジ

ャ
ー
施
設
も
あ
り
、
市
外
か
ら
も
人
が

訪
れ
、
休
日
は
多
く
の
人
た
ち
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。

保
全
活
動
以
外
に
民
生
委
員
や
町
内

役
員
を
し
て
い
ま
す
が
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
て
も
周
り
に
は
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
人
が
多
く
、
皆
さ
ん
と
て
も
協

力
的
で
す
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枝打ち作業を終えた松
見栄えが良くなるほか、成長に必要な日差しと風通
しを確保するためにも大切な作業です

松林の保全活動に取り組む


